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東
日
本
大
震
災
で
は
、

大
自
然
の
脅
威
を
ま
ざ
ま

ざ
と
見
せ
つ
け
ら
れ
ま
し

た
。
い
つ
も
あ
る
風
景
も

人
々
の
生
活
も
一
瞬
に
し

て
消
し
去
り
ま
し
た
。
ま

た
、
津
波
に
よ
る
原
子
炉

破
壊
に
よ
り
放
射
能
の
恐

怖
が
地
元
の
み
な
ら
ず
関

東
ま
で
広
が
り
、
さ
ら
な

る
恐
怖
が
日
本
列
島
を
覆

い
つ
く
し
ま
し
た
。

　

未
曾
有
の
大
震
災
か
ら

あ
っ
と
い
う
間
に
一
ヵ
月

が
経
ち
、
亡
く
な
ら
れ
た

方
々
に
は
心
よ
り
ご
冥
福

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。
い
ま
だ
行
方
不
明
の

方
々
が
一
日
で
も
早
く
見

つ
か
り
ま
す
よ
う
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

　

復
興
に
向
け
立
ち
上
が

っ
た
被
災
者
の
中
に
は
、

目
に
見
え
な
い
放
射
能
の

恐
怖
で
精
神
的
に
ダ
メ
ー

ジ
を
受
け
て
い
る
方
も
多

く
お
ら
れ
る
と
思
い
ま

す
。
寒
さ
や
水
、
食
糧
問

題
、
将
来
に
対
す
る
仕
事

の
不
安
で
多
く
の
方
々
が

体
調
を
崩
し
て
お
ら
れ
ま

す
。
放
射
能
の
問
題
は
今

す
ぐ
解
決
で
き
る
も
の
で

は
な
い
の
で
、
子
や
孫
の

代
ま
で
続
く
の
か
と
思
う

と
、
日
本
が
ど
う
な
る
の

か
不
安
に
苛
ま
れ
て
し
ま

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
日
本
全
国
は

じ
め
世
界
各
地
か
ら
の
支

援
、
協
力
、
そ
し
て
ボ
ラ

ン
デ
ィ
ア
で
日
夜
活
躍
し

て
い
る
方
々
の
温
か
い
気

持
ち
は
多
く
の
被
災
者
に

希
望
を
与
え
て
い
ま
す
。

　

復
興
の
第
一
は
被
災
者

の
健
康
で
す
。
身
体
が
健

康
で
な
け
れ
ば
復
興
へ
の

勇
気
も
力
も
湧
い
て
き
ま

せ
ん
。

　

こ
の
様
な
状
況
の
中

で
、
今
回
は
ど
う
し
て
も

父
が
体
験
し
た
こ
と
を
お

伝
え
し
た
い
気
持
ち
に
駆

ら
れ
ま
し
た
。

　

父
は
大
正
６
年
生
ま
れ

で
８４
歳
で
亡
く
な
り
ま

し
た
。
若
い
頃
か
ら
薬
は

ほ
と
ん
ど
飲
ま
ず
、
風
邪

を
引
い
た
時
な
ど
は
い
つ

も
ユ
キ
ノ
シ
タ
と
甘
草
を

煎
じ
た
り
、
ス
ギ
ナ
や
ヨ

モ
ギ
、
ド
ク
ダ
ミ
の
乾
燥

し
た
も
の
を
煎
じ
た
り
し

て
飲
み
、
民
間
療
法
で
対

処
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

そ
し
て
、
２
〜
３
日
で
不

思
議
と
風
邪
は
治
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
う
い
う
こ

と
で
、
子
ど
も
の
頃
か
ら

植
物
に
は
す
ご
い
力
が
あ

る
ん
だ
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。

　

私
が
健
康
食
品
の
製
造

販
売
に
携
っ
た
原
点
は
父

で
す
。

　

父
は
終
戦
間
際
の
昭
和

２０
年
８
月
５
日
に
姫
路
に

駐
屯
し
て
お
り
、
６
日
広

島
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
た

こ
と
を
聞
き
、
山
陽
本
線

を
避
け
鳥
取
経
由
で
８
月

８
日
に
長
崎
市
内
か
ら
３０

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
離
れ

た
諫
早
に
着
き
ま
し
た
。

翌
９
日
、
長
崎
に
原
爆
が

投
下
さ
れ
た
の
を
目
の
当

た
り
に
し
た
そ
う
で
す
。

そ
し
て
、
１０
日
に
は
放

射
能
で
充
満
し
て
い
る
長

崎
市
内
に
入
り
警
備
と
道

路
整
備
の
任
に
つ
き
ま
し

た
。
そ
の
惨
状
は
と
て
も

言
葉
で
は
言
い
表
せ
ず
、

時
折
話
す
る
時
は
い
つ
も

目
に
涙
を
一
杯
た
め
て
い

ま
し
た
。

　

当
時
は
放
射
能
と
は
何

か
、
人
体
や
環
境
に
ど
ん

な
影
響
を
与
え
る
の
か

は
、
一
部
の
人
を
除
き
一

般
の
人
に
は
全
く
知
ら
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
日
で
も
、
ア
メ
リ
カ
の

軍
事
秘
密
と
し
て
広
島
、

長
崎
に
落
さ
れ
た
原
爆
の

放
射
能
量
は
発
表
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。

　

発
表
さ
れ
な
い
と
い
う

こ
と
は
、
当
時
も
の
す
ご

い
量
の
放
射
能
が
飛
び
交

っ
て
い
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
父
は
８
月
８

日
か
ら
９
月
１０
日
の
復
員

ま
で
約
一
ヵ
月
間
長
崎
で

放
射
能
に
さ
ら
さ
れ
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

今
、
福
島
原
発
事
故
で

放
射
さ
れ
て
い
る
も
の
よ

り
は
る
か
に
高
い
値
の
放

射
能
に
さ
ら
さ
れ
ま
し

た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

戦
後
物
資
の
乏
し
い
時
代

を
生
き
抜
き
、
８４
歳
ま
で

病
気
一
つ
せ
ず
、
そ
れ
ど

こ
ろ
か
最
後
ま
で
元
気
だ

っ
た
の
は
ど
う
い
う
わ
け

な
の
で
し
ょ
う
か
。
父
は

何
か
特
別
だ
っ
た
の
で
し

ょ
う
か
。

　

先
日
、
知
人
か
ら
メ
ー

ル
で
回
っ
て
き
た
ユ
ー
チ

ュ
ー
ブ
の
情
報
を
開
い
て

み
る
と
、「
福
島
原
発
事

故
の
医
学
的
科
学
的
真
実

・
稲
恭
宏
博
士
緊
急
特
別

講
演
（
３\

２５
）
栃
木
県

護
国
神
社
に
て
」
と
題
し

た
も
の
で
し
た
。
稲
博
士

に
よ
る
と
、
現
在
福
島
原

発
か
ら
出
て
い
る
放
射
能

量
は
「
低
線
量
率
」
の
範

囲
内
の
放
射
能
量
で
人
体

や
環
境
に
は
何
ら
悪
い
影

響
は
な
く
、
逆
に
健
康
や

環
境
に
と
て
も
良
い
レ
ベ

ル
の
も
の
で
、
広
島
・
長

崎
と
は
桁
が
違
う
と
説
明

し
て
い
ま
す
。
何
と
低
線

量
率
の
範
囲
な
ら
人
体
に

も
環
境
に
も
良
い
と
は
驚

き
で
し
た
。

　

父
の
場
合
、
こ
の
範
囲

の
被
曝
で
済
ん
だ
の
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。
今
、
多
く

の
専
門
家
の
話
を
聞
く
限

り
で
は
信
じ
ら
れ
な
い
内

容
で
す
が
、
関
心
を
お
持

ち
の
方
は
一
度
「
稲
恭
宏

（
い
な
や
す
ひ
ろ
）」
と

検
索
し
て
、
参
考
に
し
て

く
だ
さ
い
。

　

昔
か
ら
内
臓
の
強
い
人

は
長
生
き
す
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
父
も
若
い

時
か
ら
内
臓
が
と
て
も
丈

夫
だ
っ
た
と
母
か
ら
聞
い

て
い
ま
し
た
。
広
島
・
長

崎
で
被
曝
し
た
人
の
中
で

も
、
味
噌
や
納
豆
な
ど
の

発
酵
食
品
や
、
乳
酸
菌
が

豊
富
な
食
べ
物
を
常
時
食

べ
て
い
た
人
は
白
血
病
に

か
か
ら
な
か
っ
た
と
耳
に

し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

父
も
味
噌
や
酸
っ
ぱ
い
漬

物
が
大
好
き
で
、
味
噌
、

漬
物
、
梅
干
、
生
姜
は
自

家
製
の
物
し
か
口
に
し
ま

せ
ん
で
し
た
。
で
も
、

ど
う
し
て
発
酵
食
品
や
乳

酸
菌
が
腸
に
良
い
の
で
し

ょ
う
か
。
千
島
喜
久
男
博

士
（
１
８
９
９
〜
１
９

７
８
）
の
説
を
紹
介
し
ま

す
。
赤
血
球
は
骨
髄
で
は

な
く
腸
で
食
べ
物
に
よ
っ

て
造
ら
れ
、
そ
の
赤
血
球

が
白
血
球
に
変
化
し
、
白

血
球
が
細
胞
に
な
る
と
い

う
細
胞
新
生
説
を
説
き
ま

し
た
。
要
す
る
に
、
食
べ

物
と
腸
内
環
境
に
よ
っ
て

良
い
細
胞
が
出
来
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

　

父
は
本
能
的
に
腸
に
良

い
食
べ
物
を
選
択
し
た
お

陰
で
、
免
疫
力
が
腸
に
備

わ
り
８４
歳
ま
で
元
気
に
い

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
放
射
能
や
ウ

イ
ル
ス
や
未
知
の
細
菌
類

に
打
ち
勝
ち
健
康
を
維
持

す
る
た
め
に
は
、
と
に
か

く
丈
夫
な
腸
を
つ
く
り
、

き
れ
い
な
血
液
を
体
中
に

循
環
さ
せ
、
酸
素
と
栄
養

分
を
細
胞
の
隅
々
ま
で
運

び
、
６０
兆
の
細
胞
を
イ
キ

イ
キ
さ
せ
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
そ
の
た
め
に
は
発

酵
食
品
、
乳
酸
菌
の
含
ま

れ
て
い
る
食
品
、
そ
れ
に

ス
ギ
ナ
、
ヨ
モ
ギ
、
ド
ク

ダ
ミ
、
ク
マ
ザ
サ
と
い
っ

た
腸
や
血
液
を
き
れ
い
に

し
て
く
れ
る
も
の
を
少
し

ず
つ
で
も
毎
日
摂
取
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

余
談
で
す
が
、
広
島
に

原
爆
が
投
下
さ
れ
た
時
、

学
者
た
ち
は
放
射
能
汚
染

で
何
十
年
も
草
木
一
本
生

え
な
い
だ
ろ
う
と
言
っ
て

い
ま
し
た
が
、
現
実
は
す

ぐ
に
生
え
ま
し
た
。
一
番

先
に
芽
を
出
し
た
の
は
ス

ギ
ナ
で
す
。

　

と
に
も
か
く
に
も
腸
を

鍛
え
、
い
か
な
る
病
気
に

も
打
ち
勝
ち
ま
し
ょ
う
。

田
中
誠
太　

５４
無
現
❶

市
長
・
近
畿
市
長
会
副
会

長
、
植
松
町
・
近
大
卒

永
井
貴
美
子　

７１
無
新

共
産
党
地
区
常
任
委
員
、

堤
町
・
伏
見
高
卒

　

東
大
阪
市
・
八
尾
市
・

柏
原
市
の
３
市
は
、
４
月

８
日
、
中
河
内
地
域
の
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目

的
と
し
た
広
域
行
政
を
進

め
る
た
め
、
任
意
設
置
と

な
る
「
中
河
内
広
域
連
携

協
議
会
」
を
設
置
し
た
こ

と
を
発
表
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
中
河
内
３
市

で
は
、
国
の
広
域
行
政
圏

施
策
に
基
づ
き
、
昭
和
５５

年
３
月
に
地
方
自
治
法
上

の
法
定
協
議
会
に
あ
た
る

「
中
河
内
地
域
広
域
行
政

推
進
協
議
会
」
を
設
置
。

同
地
域
の
総
合
的
な
行
政

計
画
と
し
て
「
中
河
内
都

市
圏
計
画
」
を
３
次
に
わ

た
り
策
定
し
た
の
を
は
じ

め
、
図
書
館
の
共
同
利
用

や
歴
史
資
源
の
整
備
・
活

用
な
ど
の
取
り
組
み
を
行

っ
て
き
た
が
、
社
会
経
済

情
勢
の
変
化
や
市
町
村
合

併
の
進
展
に
よ
り
当
初
の

広
域
行
政
圏
の
役
割
が
終

え
た
と
し
て
、
国
が
圏
計

画
策
定
の
義
務
化
を
平
成

２１
年
３
月
に
廃
止
し
、

広
域
連
携
に
つ
い
て
は
圏

域
を
構
成
す
る
関
係
市
町

村
間
の
自
主
的
な
協
議
に

委
ね
る
こ
と
に
な
っ
て
い

た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
３
市

で
は
、
圏
計
画
の
期
間
が

終
了
す
る
平
成
２３
年
３
月

末
で
法
定
協
議
会
を
一
旦

廃
止
し
た
が
、
圏
域
市
民

の
生
活
圏
が
都
市
化
で
互

い
に
近
接
し
て
い
る
こ
と

や
府
か
ら
市
へ
の
権
限
移

譲
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か

ら
、
各
市
の
効
率
的
・
効

果
的
な
行
政
運
営
の
た
め

に
も
広
域
連
携
の
強
化
が

必
要
で
あ
る
と
し
て
、
任

意
の
協
議
会
を
新
た
に
設

置
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

新
た
な
協
議
会
で
は
、

３
市
長
が
共
通
課
題
の
施

策
実
施
に
つ
い
て
協
議
す

る
「
市
長
会
議
」
が
設
置

さ
れ
る
ほ
か
、
市
の
企
画

担
当
者
ら
に
よ
る
事
務

レ
ベ
ル
会
議
や
課
題
テ
ー

マ
ご
と
の
実
務
レ
ベ
ル
の

部
会
が
設
け
ら
れ
、
広
域

施
策
へ
の
実
現
化
を
目
指

す
。

　

同
日
、
午
後
に
八
尾
市

役
所
で
開
か
れ
た
協
議
会

で
は
、
野
田
義
和
・
東
大

阪
市
長
、
田
中
誠
太
・
八

尾
市
長
、
岡
本
泰
明
・
柏

原
市
長
が
出
席
。
設
立
確

認
書
に
署
名
す
る
と
と
も

に
、
第
１
回
の
市
長
会
議

を
開
催
。
当
初
の
会
長
を

八
尾
市
長
と
す
る
こ
と
を

決
め
た
ほ
か
、
今
後
取
り

組
む
具
体
的
な
課
題
テ
ー

マ
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

行
っ
た
。

　

同
会
議
で
は
、
東
日
本

大
震
災
が
広
域
で
甚
大
な

被
害
を
出
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
防
災
対
策
を
テ
ー

マ
に
し
、
主
に
ソ
フ
ト
事

業
を
中
心
に
３
市
で
実
施

可
能
な
連
携
強
化
策
に
つ

い
て
今
年
度
内
に
事
務
レ

ベ
ル
な
ど
で
協
議
を
行

い
、
早
期
の
施
策
反
映
を

目
指
す
。
そ
の
ほ
か
に
、

観
光
・
魅
力
情
報
の
発
信

策
な
ど
に
つ
い
て
も
検
討

を
行
う
こ
と
が
確
認
さ
れ

た
。

　

東
大
阪
市
・
八
尾
市
・
柏
原
市
の
中
河
内
３
市

　

広
域
連
携
協
議
会
を
設
立

広域連携協議会の設
立を確認した（左か
ら）野田・東大阪市長、
田中・八尾市長、岡本・
柏原市長

東日本大震災に寄せて
長崎で放射能にさらされた父の体験から

古代稲研究家　田中伸侍（八尾市在住）

特
別
寄
稿

八尾市議会議員選挙及び八尾市長選挙
投 票 日 ４月24日
投票時間 午前７時から午後８時まで

「さあ投票 選挙の主役はあなたです」
期日前投票について

期間 ４月18日（月）から４月23日（土）まで
時間 午前８時30分～午後８時
場所 八尾市役所　本館１階　市民ロビー

八尾市選挙管理委員会

第２回
春のお茶会のご案内

日　時　４月29日（金）13：00〜
　　　※集合は近鉄弥刀駅
　　　　　八尾方面改札口に12：30
参加費　1,000円　　　　　　
会　場　楽々庵　　　　　　　
　　　　　東大阪市近江堂２―５―20

 

父
は
長
崎
で
被
曝

 

８４
歳
で
天
寿
を
全
う

　
　

食
べ
も
の
と
腸
内
環
境
で
良
い
細
胞

八尾市長・市議選で舌戦
４月24日投票に向け

　

日　

時　

４
月
２７
日
（
水
）
１９
時
〜
２０
時

　

と
こ
ろ　

八
尾
プ
リ
ズ
ム
ホ
ー
ル
４
Ｆ
会
議
室

　

テ
ー
マ　

物
は
こ
れ
を
生
か
す
人
に
集
ま
る

〜
全
て
の
も
の
に
は
魂
が
あ
る
〜　

　

参
加
費　

２
０
０
０
円

　

主　

催　

八
尾
市
倫
理
法
人
会

（
☎
０
７
２
・
９
９
３
・
２
０
３
７
）　

上
能
喜
久
治
氏
ナ
イ
ト
セ
ミ
ナ
ー

八尾市議選には 33人が立候補

平
井
隆
彦

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

平
井
た
か
ひ
こ

ひ 

ら　
　

い

 （50歳）

昭
和
36
年
３
月
６
日
、八
尾
市
弓
削
に
生
ま
れ
る
。

 

八
尾
市
長
候
補

　
　
　
　
（
届
け
出
順
）
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購
読
申
込
は
左
記
へ

【
布
施
東
】
岸

田

新

聞

舗

電
（
六
七
八
七
）
二
〇
〇
〇
番

【
布
施
西
】
大
阪
府
中
部
販
売
㈱

電
（
六
七
八
一
）
〇
六
二
七
番

【
八　

尾
】
一
成
舎
新
聞
舗

電（
〇
七
二
）
九
二
二―

二
〇
二
〇
番

【
若　

江
】
山

野

新

聞

舗

電（
〇
七
二
）
九
六
一―

二
三
三
五
番

【
枚
岡
西
】
白

山

新

聞

舗

電（
〇
七
二
）
九
八
一―

三
〇
四
三
番

田
中　

裕
子
38

　

�

共
現
❸
党
府
委
員

高

校
非
常
勤
講
師

越
智　

妙
子
58

　

�

共
現
❻
党
地
区
役
員

学
童
保
育
指
導
員

西
川　

訓
史
52

　

�

自
現
❸
米
穀
店
経
営

八
尾
Ｊ
Ｃ
理
事
長

露
原　

行
隆
29

　

�

無
新　

会
社
員
、
市
体

育
指
導
委
員

岡
田　

広
一
61

　

�

公
現
❷
党
支
部
長

倉

庫
会
社
員
、
国
鉄
職
員

大
松　

桂
右
41

　

�

無
現
❸
社
会
福
祉
法
人

監
事

不
動
産
会
社
員

村
井　

義
和
60

　

�

無
新　

柏
原
市
課
長

町
会
組
長

小
林　
　

貢
72

　

�

無
現
❺
神
社
氏
子
総
代

製
薬
会
社
社
員

西
田　

尚
美
49

　
�

公
現
❶
党
支
部
長
、
自

治
会
顧
問

銀
行
員

内
藤　

耕
一
36

　

�

共
現
❷

八
尾
民
商
職

員
、
市
監
査
委
員

谷
沢
千
賀
子
62

　

�

共
現
❺
市
監
査
委
員

小
学
校
教
諭

永
田　

善
久
53

　

�

公
現
❶
党
支
部
長

郵

便
局
員

平
井　

隆
彦
50

　

�

無
新　

日
本
バ
ル
カ
ー

社
員
、

陸
上
自
衛
官

前
田　

洋
輔
29

　

�

無
新　

建
設
会
社
社
員

松
井
一
郎
府
議
秘
書

村
松　

広
昭
54

　

�

無
現
❺
経
済
協
同
組
合

代
表

吉
村
和
三
治
61

　

�

無
新　

不
動
産
会
社
長

協
同
組
合
副
理
事
長

八
尾
市
議
選
立
候
補
者

（
届
け
出
順
・
黒
丸
内
は
当
選
回
数
）

藤
井　
　

勉
67

　

�

無
元
❷
不
動
産
会
社
役

員

病
院
事
務
部
長

益
田　

愛
幸
48

　

�

民
現
❶

郵
便
局
員
、

労
組
支
部
書
記
長

小
枝　

洋
二
70

　

�

無
現

関�

電
社
員

大
星
な
る
み
55

　

�

民
新　

小
学
校
教
諭

連
合
地
協
事
務
局
長

奥
田　

信
宏
46

　
�

無
新　

生
花
業　

伊
藤

輝
夫
後
援
会
青
年
部
長

花
村　

茂
男
51

　

�

公
現
❶
党
府
局
次
長

建
材
販
売
会
社
社
員

田
中　

久
夫
51

　

�

無
現
❸
保
護
司
、
不
動

産
管
理
会
社
社
員

末
光　

道
正
67

　

�

無
現
❶
診
療
所
院
長
、

労
組
役
員
、
団
体
顧
問

杉
本　

春
夫
64

　

�

共
現
❾
党
地
区
委
員

診
療
所
職
員

土
井
田
隆
行
59

　

�

公
現
❹
党
副
総
支
部
長

卸
売
業

竹
田　

孝
吏
41

　

�

無
現
❶
不
動
産
会
社
役

員
大
野　

義
信
61

　

�

共
現
❷
党
地
区
委
員

八
尾
民
商
職
員

重
松
恵
美
子
56

　

�

公
現
❸
党
支
部
長
、
栄

養
士

吉
村　

晴
之
56

　

�

無
現
❺

市
職
員
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
理
事
長

黒
木　

宣
博
35

　

�

諸
新　

八
尾
「
王
将
」

社
長

衆
院
議
員
秘
書

平
田　

正
司
66

　
�

自
現
❽
畳
店
経
営
、
市

体
育
連
盟
副
会
長

大
道　
　

彰
69

　

�

無
新　

医
療
法
人
会
長

市
医
師
会
理
事

定
数
２８

候
補
者
３３

（　
　
　�

）



施工淺沼・小滝特定建設工事共同企業体

〒543-8688　大阪市天王寺区東高津町12-6
　　　　　　   TEL  06-6768-5222

貸会議室  申込み受付中

日本公庫東大阪支店「八尾出張所」を開設
（八尾商工会議所新会館２階）

日本公庫は100％政府出資の政策金融機関です。

５
月
２
日

オ
ー
プ
ン

新
会
館
竣
工
御
礼

八
尾
商
工
会
議
所

会
頭　

塚
谷
俊
介

　

か
ね
て
よ
り
八
尾
市
と

と
も
に
建
設
を
進
め
て
お

り
ま
し
た
新
会
館
が
、
お

蔭
を
も
ち
ま
し
て
４
月
に

完
成
し
、
５
月
２
日
よ
り

業
務
を
開
始
す
る
運
び
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
も
ひ
と
え
に
皆
様

方
の
ご
支
援
、
ご
協
力
の

賜
物
と
深
く
感
謝
を
申
し

上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

商
工
会
議
所
が
行
政
と

連
携
し
て
、
地
域
産
業
の

振
興
拠
点
づ
く
り
に
取
り

組
ん
だ
例
は
、
全
国
的
に

も
希
少
で
あ
る
と
聞
い
て

お
り
ま
す
。

　

こ
の
新
会
館
に
は
、
当

所
は
じ
め
八
尾
市
産
業
政

策
課
、
八
尾
市
中
小
企
業

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、
八

尾
市
中
小
企
業
勤
労
者
福

祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、

そ
し
て
日
本
政
策
金
融
公

庫
の
出
張
所
が
入
居
い
た

し
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、

産
業
振
興
事
業
の
効
果
的

な
実
施
と
事
業
者
の
利
便

性
の
向
上
を
一
段
と
促
進

さ
せ
、
必
要
な
情
報
の
収

集
・
発
信
も
充
実
さ
せ
る

こ
と
が
可
能
と
な
る
な

ど
、
地
域
事
業
者
の
皆
様

方
を
支
援
し
て
い
く
上
で

の
機
能
と
体
制
を
兼
ね
備

え
た
も
の
と
確
信
い
た
し

て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
を
機
に
さ
ら
に
八

尾
市
と
の
連
携
を
強
化

し
、
地
域
産
業
の
発
展
に

寄
与
し
て
ま
い
る
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

ど
う
か
、
今
後
と
も
商

工
会
議
所
運
営
に
対
し
ま

し
て
、
ご
支
援
、
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

塚
谷　

俊
介

新
会
館
を
産
業
振
興
の
拠
点
に
、

さ
ら
な
る
地
域
産
業
の
発
展
を
め
ざ
し
て

八
尾
商
工
会
議
所

会

頭

八尾商工会議所  待望の新会館が完成
「
活
力
あ
る
産
業
振
興
の
拠
点
」に

会
議
所
と
行
政
が
一
体
で
︱

　

会
議
所
の
新
会
館
建
設

工
事
は
、
昨
年
７
月
か
ら

淺
沼･

小
滝
特
定
建
設
工

事
共
同
企
業
体
が
、
最
新

の
技
術
と
工
法
で
施
行
、

４
月
20
日
に
無
事
故
で
完

成
さ
せ
、
八
尾
商
工
会
議

所
に
引
き
渡
さ
れ
た
。

　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
、
地
上
３
階
建
て
で
、

外
観
は
河
内
も
め
ん
を
デ

ザ
イ
ン
化
し
、
地
域
性
を

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。

ま
た
、
耐
震
化
も
図
り
、

建
築
の
段
階
で
通
信
機
器

　

八
尾
商
工
会
議
所
（
塚
谷
俊
介
会
頭
）
の
新
会
館
が
、
４
月
20
日
竣
工
し
た
。
新
会
館
は
、
八
尾
市
清
水
町
１
︱
１
︱

６
号
（
旧
八
尾
市
教
育
セ
ン
タ
ー
）
で
、
５
月
２
日
に
オ
ー
プ
ン
、
会
議
所
業
務
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。（
４

月
28
日
（
木
）
ま
で
は
現
会
館
で
業
務
を
行
う
）

「
地
域
振
興
の
原
動
力
」と
期
待

が
導
入
で
き
る
よ
う
配
線

工
事
が
施
さ
れ
て
い
る
。

體
の
不
自
由
な
人
、
高
齢

者
も
気
軽
に
利
用
で
き
る

よ
う
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
配

慮
し
た
構
造
と
な
っ
て
い

る
。

　

新
会
館
の
も
う
一
つ
の

特
徴
は
、
窓
口
カ
ウ
ン
タ

ー
、
各
種
相
談
コ
ー
ナ
ー

を
従
来
よ
り
一
回
り
余
裕

を
も
っ
た
広
さ
に
し
た
。

各
会
議
室
も
広
く
し
て
お

り
、
照
明
器
具
も
省
エ
ネ

に
配
慮
し
、
使
い
勝
手
の

良
い
も
の
を
採
用
し
て
い

る
。　市

産
業
政
策
課

も
新
会
館
へ

　

新
会
館
は
、
八
尾
市
の

産
業
振
興
の
拠
点
と
位
置

付
け
、
商
工
会
議
所
が
市

行
政
と
連
携
し
て
取
り
組

み
会
議
所
、
市
産
業
政
策

課
、
市
中
小
企
業
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
、
同
中
小
企

業
勤
労
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
、
さ
ら
に
日
本

政
策
金
融
公
庫
の
出
張
所

が
入
居
す
る
な
ど
、
産
業

振
興
事
業
の
効
果
的
な

実
施
と
商
工
業
者
の
利
便

性
の
向
上
が
図
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
取
り
組

み
は
、
全
国
で
も
珍
し
い

と
さ
れ
、
モ
ノ
づ
く
り
河

内
の
八
尾
の
地
域
産
業
の

発
展
に
期
待
が
高
ま
っ
て

い
る
。

５月２日（月）オープン！

建物概要

●大阪府八尾市清水町１丁目１番６号
●鉄筋コンクリート造　地上３階
●敷地面積／ 2503.75㎡
●建築面積／ 1299.75㎡
●延床面積／ 3710.97㎡
　・八尾商工会議所専有面積／ 1852.37㎡
　・八尾市専有面積／ 707.95㎡
　・共有面積／ 1050.65㎡
●駐車台数　33台
●駐輪台数　93台・バイク　５台
●着工　平成 22年７月１日
●竣工　平成 23年４月 20 日

　

新
会
館
の
設
計
は
、
㈱

昭
和
設
計
が
担
当
し
、
建

設
工
事
な
ど
一
式
を
㈱
淺

沼
組
と
㈱
小
滝
工
務
店
の

Ｊ
Ｖ
で
あ
る
、
淺
沼
・
小

滝
特
定
建
設
工
事
共
同
企

業
体
が
一
括
受
注
し
、
昨

年
７
月
１
日
か
ら
今
年
４

月
20
日
ま
で
の
工
期
内
に

最
新
の
工
法
と
技
術
で
無

事
故
で
完
成
さ
せ
た
。

竣
工
披
露
は

５
月
10
日
に

　

八
尾
商
工
会
議
所
の
新

会
館
の
竣
工
披
露
は
、
５

月
10
日
（
火
）
午
前
11
時

30
分
よ
り
同
所
３
階
で
行

わ
れ
る
。

　

現
商
工
会
議
所
で
の
業

務
は
、
４
月
28
日
（
木
）

ま
で
。
５
月
２
日
（
月
）

に
新
会
館
へ
移
転
し
業
務

を
開
始
す
る
。

最
新
の
工
法
・
技
術
で

淺
沼
・
小
滝
特
定
建
設

工
事
Ｊ
Ｖ
が
完
成

周
辺
地
図

八
尾
市
産
業
の
振
興
発
展
を
促
進

株式
会社 小滝工務店KOTAKI

〒581-0016 八尾市八尾木北６丁目55-２
TEL 072-996-6820　FAX 072-923-0015

八尾商工会議所  待望の新会館が完成

新
装
な
っ
た
八
尾
商
工
会
議
所
新
会
館
の
全
景

西
側
か
ら
見
た
新
会
館

（第３種郵便物認可） 平成23年4月20日 （2）（新聞定価　月ぎめ	850円） 東　　 大　　 阪
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